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スコア・スクローラーについて

はじめに、スコア・スクローラー　Score Scroller（2006年10月、寺内大輔によって考案）について解説する。

この装置は，演奏家に楽譜をどのように提示するか，という問題についての新しい提案である。この箱では，楽譜の断片が７列のロール紙に書かれ，内部にセットされる。箱には，42個の小窓があり，演奏者は、そこから見える断片化された楽譜を演奏する。ハンドルをまわすことによって箱の中のロール紙が回転し，小窓から見える楽譜の断片が動く仕組みになっているため、演奏者が見ることの出来る楽譜は常に変化する。 


分で設定することができる。 
2. ７列のロール紙がすべて異なる速度で動く。 
3. ハンドルを回す人は，回転速度を調節することができる。 
4. 箱の反対面では、上下が逆に見えるため，音型はお互いに「反行型の逆行型」になる。 
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内部構造

使い方の可能性： 
1. この箱を用いて演奏することを想定した作品を新たに作曲する。2007年1月現在、この箱のために

作曲された作品には「One day closer to paradise」「桜」がある。

なお、図形楽譜や指示楽譜による作品作りも可能である。 
2. 既存の作品の楽譜を断片化して用いる。 
　　　　　　　

参加人数

　本作は、5通りの演奏方法がある。参加人数と役割は、次の通りである。

　１．ことばヴァージョン

　　　・6名のことばプレイヤー

　　　・1名の回転者

　２．ことば・うたヴァージョン

　　　・6名のことばプレイヤー

　　　・1名の回転者

　３．即興詩人つきヴァージョン

　　　「ことばヴァージョン」「ことば・うたヴァージョン」に1～2名の即興詩人が加わる。

　４．即興演奏者つきヴァージョン

　　　「ことばヴァージョン」「ことば・うたヴァージョン」に1～10名の即興演奏者が加わる。

　５．即興詩人と即興演奏者つきヴァージョン

　　　「ことばヴァージョン」「ことば・うたヴァージョン」に1～2名の即興詩人と1～10名の即興演奏者が加わる。

· ことばプレイヤーは、男声・女声どちらでも良い。同声・混声どちらでも良い。

· 即興演奏者は、どのような楽器でも良い。声でも良い。

演奏ポジション
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	○
	スコア・

スクローラー
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　演奏ポジションは、次の通りである。

　

●：回転者

　○：ことばプレイヤー

　■：即興詩人

　

　　即興演奏者のポジションは図には示されていないが、

この図の外側に位置する。

　

スコア・スクローラーの窓の呼称

　

　スコア・スクローラーの窓は、横を「段」、縦を「列」とする。

	
	1列
	2列
	3列
	4列
	5列
	6列
	7列

	A段
	A1
	A2
	A3
	A4
	A5
	A6
	A7

	B段
	B1
	B2
	B3
	B4
	B5
	B6
	B7

	C段
	C1
	C2
	C3
	C4
	C5
	C6
	C7


事前準備～ひらがなのセッティング～

①　まず、スコア・スクローラーの片側を開け、内部のロール紙に、任意の28種類のひらがなを記入する（あ、と、べ、など）。ただし、次の点に留意すること。

· 同じ文字が重複しないようにすること。

· 各列に4種類ずつ記入する。

· 同じ列にある文字と文字の間隔は、最低でも6センチメートルは開ける。

②　①の28種類と同じひらがなをもう一組、記入する。その際、次の点に留意すること。

· 文字を上下逆さまに記入する。

· 各列に4種類ずつ記入する。

· 同じ列にある文字と文字の間隔は、最低でも6センチメートルは開ける。ただし、①で記入した文字との近接は許される。

· ①で記入した文字と同じ文字を用いるが、列は異なっても良い。

各ヴァージョンの演奏法

　ここからは、各ヴァージョンの演奏法を解説する。

本作には、様々なヴァージョンがあるが、最も基本的な演奏法は、１つ目の「ことばヴァージョン」である。他のヴァージョンは、「ことばヴァージョン」のルールが一部変更になったヴァリエーションであるため、他のヴァージョンを演奏する場合でも、「ことばヴァージョン」のルールには目を通しておくこと。

１．ことばヴァージョンの演奏法

　

参加者の担当段の決定

　まず、ことばプレイヤーは3名ずつの2グループに分かれ、それぞれスコア・スクローラーの各面に立つ。

　3名のことばプレイヤーは、それぞれ自分の担当する段を決める。

　例：

	上段、演奏者A
	
	
	
	
	
	
	

	中段、演奏者B
	
	
	
	
	
	
	

	下段、演奏者C
	
	
	
	
	
	
	


演奏法

回転者は、ゆっくりと回転させる。回転方向は任意。

回転スピードは変化させても良いが、急激な変化は避けること。

ことばプレイヤーは、自らの担当する段の任意の窓を見る。そこにひらがなが出現したら、そのひらがなで始まる任意の単語を言う。単語は、即興的に決定し、単語が名詞の場合、助詞（てにおは）を付ける。言い方（声色、抑揚、語気などの表情）は任意。

例：カードに「い」と書かれていた場合

　「いなほを」「いしが」「いたい」「いやだ」「いんどねしあじんに」など

言うスピードはスクロール速度の印象で決める。ただし、演奏開始時にすでに表示されているひらがなについては、それが3段を過ぎ去るまで無視する。上下逆さまに表示されているひらがなは無視する。

　言い終えたら、一つ右の窓を見て、次のひらがなの出現を待ち、同様に単語を言う。

　一つ歌うごとに右の窓に移動するが、最右列まで来たら、次は左へ引き返す。

窓にひらがなが表示されている間に単語が思い浮かばなかった場合は、パスしてその窓に次のひらがなが出現するのを待つ。

　聴こえてくる様々な単語について

演奏中は、他のことばプレイヤーが言う様々な単語が聴こえてくる。

そのような単語に触発されて、関係する単語を言っても良いし、無関係な単語を言っても良い。

すでに他のことばプレイヤーが言った単語と同じ単語を言っても良い（同じひらがなが出現した時のみ）。

　　　回転者は、同じ単語ばかりで面白みがないと感じた場合、回転方向を逆にする。ことばプレイヤーは、回転方向が変化すると、それまで覚えていた単語を忘れ、新たな単語によって演奏する。

　演奏時間は任意。回転者の判断と合図によって演奏の終わりを示す。

　終わり方は、① 一斉に終わる。　② 演奏者人数を次第に減らす。　③ 演奏者人数はそのままで、次第に弱くする（フェイドアウト）。　④ 逆に、次第にテンポを速く、強弱も強くすることで、にぎやかにして終わる。など、様々な可能性が考えられるが、演奏者の話し合いなどによって任意に決めて良い。

２．ことば・うたヴァージョンの演奏法

　基本ルールは、「ことばヴァージョン」と同じだが、「ことば・うたヴァージョン」では、言葉を言う際、ひとつの音高で歌う。リズムは任意だが、語尾は伸ばすこと。

　例：「え」のカードを見て「えどじだいに」と歌う場合
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音高の設定

音高の設定には次の３つの方法がある。

①　音高を設定しない

音高はあらかじめ設定せず、各ことばプレイヤーが好きな音高で歌う。

　

　②　スコア・スクローラーの段に音高を割り当てる。

　　　スコア・スクローラーには、両面あわせて6段の窓があるが、それぞれに固有の音名を設定する。音名は、すべて異なる音名にすることもできるし（全部で6種類の音名になる）、同じ音名を2度使用することもできる（全部で5種類以下になる）。

　参加者間で話し合って決めることもできるし、誰かが代表して決めることもできる。

　

　　　　例：（回転者から見て）右面：上段 G,　中段 D, 下段 C

（回転者から見て）左面：上段 B,　中段 A, 下段 E

　③（即興演奏者が加わるヴァージョンのみ）、即興演奏者が発する音高を即興的に拾って歌う。

参加者の担当段の決定

　まず、合唱者は3名ずつの2グループに分かれ、それぞれスコア・スクローラーの各面に立つ。

　3名の合唱者は、それぞれ自分の担当する段を決める。

　例：

	上段、演奏者A、音高 G→
	
	
	
	
	
	
	

	中段、演奏者B、音高 D→
	
	
	
	
	
	
	

	下段、演奏者C、音高 C→
	
	
	
	
	
	
	


回転者は、ゆっくりと回転させる。回転方向は任意。

回転スピードは変化させても良いが、急激な変化は避けること。

合唱者は、自らの担当する段の任意の窓を見る。そこにひらがなが出現したら、そのひらがなで始まる任意の単語を、指定の音高で歌う。ただし、演奏開始時にすでに表示されているひらがなについては、それが3段を過ぎ去るまで無視する。

強弱はpp~mpの範囲で任意。テンポは任意。

上下逆さまに表示されているひらがなは無視する。

　歌い終えたら、一つ右の窓を見て、次のひらがなの出現を待ち、同様に単語を歌う。

　一つ歌うごとに右の窓に移動するが、最右列まで来たら、次は左へ引き返す。

窓にひらがなが表示されている間に単語が思い浮かばなかった場合は、パスして、その窓で次のひらがなが出現するのを待つ。

　演奏中、他の合唱者が歌う様々な単語が聴こえてくるが、なるべくそれらを覚えておくようにし、同じひらがなが出現した際には同じ単語を歌うようにすること。覚えていない場合は、任意の単語を歌う。

　回転者は、同じ単語ばかりで面白みがないと感じた場合、回転方向を逆にする。合唱者は、回転方向が変化すると、それまで覚えていた単語を忘れ、新たな単語によって演奏する。

　演奏時間は任意。回転者の判断と合図によって演奏の終わりを示す。

　終わり方は、① 一斉に終わる。　② 演奏者人数を次第に減らす。　③ 演奏者人数はそのままで、次第に弱くする（フェイドアウト）。　④ 逆に、次第にテンポを速く、強弱も強くすることで、にぎやかにして終わる。など、様々な可能性が考えられるが、演奏者の話し合いなどによって任意に決めて良い。

３．即興詩人つきヴァージョンの演奏法

　　前記、「ことばヴァージョン」「ことば・うたヴァージョン」に、即興詩人が加わる。

　即興詩人は、聴こえてくる単語を用い、即興的に詩を創作して朗読する。

　　2名で行う場合には、交互に朗読しても同時に朗読しても良い。

　聴こえてくる単語以外の単語も、自由に入れても良い。

　

４．即興演奏者つきヴァージョンの演奏法

前記、「ことばヴァージョン」「ことば・うたヴァージョン」に、即興演奏者が加わる。

即興演奏者は、ことばプレイヤー全体から聴こえてくる声の音高を用いて、即興演奏を行う。この場合、ことばプレイヤーがあらかじめ音高を設定している場合には、その音高を即興演奏者に伝えておくと良い。

５．即興詩人と即興演奏者つきヴァージョンの演奏法
　　前記、「ことばヴァージョン」「ことば・うたヴァージョン」に、即興詩人と即興演奏者が加わる。

　即興詩人は、聴こえてくる単語を用い、即興的に詩を創作して朗読する。

　聴こえてくる単語以外の単語も、自由に入れても良い。

　

即興演奏者は、ことばプレイヤー全体から聴こえてくる声の音高を用いて、即興演奏を行う。この場合、ことばプレイヤーがあらかじめ音高を設定している場合には、その音高を即興演奏者に伝えておくと良い。

追加・変更可能なルール（すべてのヴァージョン）

　本作は、参加メンバーの提案によって、ルールを変更したり、独自ルールを設定したりすることができる。

　例：
・　回転者の合図によって、各段の音高を変える。変更後の音高は事前に設定しておく。

· ことばプレイヤーの人数を変更する。

· ことばプレイヤーが、他の役割の演奏者や演奏に参加していない人と演奏中に入れ替わる。
・　その他、参加メンバーの提案によって、独自ルールを設定しても良い。

　素材：2枚プリントアウトすること（これと同じ文字でなくても良い）

	わ
	あ
	と
	も

	か
	る
	て
	く

	は
	な
	う
	ら

	い
	ま
	れ
	し

	ね
	え
	け
	め

	こ
	た
	つ
	に

	て
	な
	ぬ
	や


